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農業基盤整備促進事業に
6,000万円

平成27年度一般会計（補正第１号）

5,820万６千円を追加

　平成 27年５月定例会は、５月 29日～６月 25日までの 28日間開催され、
一般質問には 17名の議員が登壇しました。平成 27年度一般会計補正予算で
は5,820万６千円追加され、総額146億 3,820万６千円となります。

主　な　事　業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

コミュニティ助成事業 2,200

・一般コミュニティ助成事業
　永歌自治会　1,500,000円（屋外用掲示板設置）
・地域防災組織育成助成事業
　本堀消防団後方支援隊 700,000 円（消防用資機材・防
災備品の整備）

佐賀段階チャレンジ交
付金事業 10,537

・各地域や集落等の活性化を図る目的（４団体）
　ＣＳＯかんざき、神埼市菓子組合、復活ちよだ町フナつ
り大会実行委員会、ＮＰＯ法人森林をつくろう

元気かんざき健康推進
事業 1,071 ・正しいラジオ体操の実施、健康ストレッチなど体操方法を普及
神埼市難聴児補聴器購
入費助成事業 407 ・身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中度の難聴児に対して、補聴器の購入費用の一部を助成
農業基盤整備促進事業 60,000 ・農道舗装及び制水門整備・湧水処理工事を実施
脊振山頂給水施設改修
工事 2,063 ・脊振山頂トイレの水中ポンプ及び配水ポンプの改修工事

自治公民館建設費等補
助金 900 ・屋根葺替え・床改修（仁戸田地区、渡瀬地区）

神埼市身近なユニバー
サルデザイン（トイレ
洋式化）推進事業

600 ・高齢化が進む中、安全に利用できる環境づくりの一環として、自治公民館のトイレ洋式化の推進

５月定例会

■主な補正

補　正　予　算
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これが聞きたい！
〈コミュニティ助成事業＝ 2,200 千円〉

Q

本堀消防団後方支援隊への資機材・防災備品の整備とし
て 70万円計上されているが、他の地区の消防ホース格
納箱も劣化しており、市として対応はどのように考えら
れているか。

A

地域の消防ホース格納箱については、消防団からも要望
が上がっていない。地域で後方支援隊をつくってもらう
と市としても予算計上しやすい。まずは、消防団、地区
の実態を調査しないと、市でやるかという判断は現状で
はできない。

（事業の目的）自治総合センターが宝くじの社会的貢献広報事業として、集会施設やコミュニ
ティ活動備品の整備や活動の充実、強化し住民福祉の向上に寄与すること。

消防ホース格納箱

〈佐賀段階チャレンジ交付金事業＝ 10,537 千円〉

Q この交付金は原則、ソフト事業が対象ということでハード事業には一切活用できないのか。

A 原則ではソフト事業が対象だが、事業をするためには備品も必要で、場合においては備品
の整備も認めるとなっている。担し総事業費の２分の１以下でなければ認められない。

Q 地域の活性化を目的としているが、事業の成果、効果についての検証は県が行うのか、市
が行うのか。

A 交付金については、各地域団体に対し市町が窓口として交付するが、事業の採択について
は県が行うので検証も県で行うとされている。

（事業の目的）人口減少と東京一極集中が続けば地方が消滅するという危機感の高まりの中、
国の創生法が成立し、地域や集落等において深刻化する喫緊の課題に対応し、住民団体等によ
る総合的な取り組みを支援し地域の活性化を図ることを目的とする。
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〈元気かんざき健康推進事業＝ 1,071 千円〉

〈神埼市難聴児補聴器購入費助成事業＝ 407 千円〉

Q

事業実施地区へのインストラクターによ
る指導は、どのように考えているのか。
また、指導の際に体の動かし方などの資
料を配布することは有効と考えるが、資
料配布の考えがあるのか。

A

ラジオ体操を正しく理解するために、図
で説明して頂くように、西九州大学と連
携をとっている。地区指導員の方にも、
ラジオ体操の正しいやり方を周知したい。

Q 事業実施を希望された地区は、把握しているのか。

A 事前に地区のラジオ体操に対する意識調査を行っている。ラジオ体操を実施してよいとい
う地区が 18 地区あり、その地区を指導していく。

Q 市内の小中学校での耳鼻科検診において、要診査の診断を受け
た児童生徒はどれくらいいるのか。

A
耳鼻科検診で診査が必要とされた児童については、小学生が２
名、中学生が３名であるが、全員が補聴器購入の対象になるの
かは定かではない。

（事業の目的）神埼市健康増進計画・母子保健計画「元気かんざき健康プラン」に基づき、市
民のそれぞれの体力や健康状態に応じた適度の運動を市民に普及し、健康寿命の延伸及び地域
コミュニティの活性化を図る。

（事業の目的）身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中度の難聴児に対して、言語の習得、
教育等における健全な発達を支援するため、補聴器の購入費用の一部を助成する。

ラジオ体操の様子

補聴器
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〈脊振山頂給水施設改修工事＝ 2,063 千円〉

〈登録有形文化財「福成歯科医院（旧古賀銀行神埼支店）」
活用地域活性化事業＝財源更正　地方債 100 千円〉

Q
トイレの利用について、観光客から「冬場は凍る
ので困る」と言われたが、どのような対応をして
いるのか。

A 毎年、凍結で水道施設等が壊れるので１月下旬か
ら３月まで、水道施設やトイレは閉鎖している。

Q

元旦は、初日の出など沢山の人が来られるが、既
設のトイレは閉鎖されているが簡易トイレの設置
はなされているのか。何も無いのであれば自衛隊
に頼む事も必要ではないか。

A 脊振山頂を訪れる方が、水やトイレを使用できるようにはなっていない。
自衛隊基地内のトイレ使用については、努力をしてみる。

Q 福成歯科医院（旧古賀銀行神埼支店）の施設につい
て、今後どのように活用されるのか。

A

具体的な活用については現在検討中であり、平成２
７年度中に関係課と協議して具体的な活用方法を決
定し、文化庁へ報告することになる。

（事業の目的）脊振山は、九州自然歩道の一部として整備され、山頂付近には年間５万人以上
の登山者が訪れる観光地の一つになっている。観光客の利便性と周辺施設の整備推進を図る。

（事業の目的）国登録有形文化財（建造物）「福成歯科医院（旧古賀銀行神埼支店）」の周辺は、
神埼町の中心市街地となっている。この建物を有効に活用し、歴史的建造物を活かしたまちづ
くりや地元商店街の活性化に資することを目的とする。

福成歯科医院（旧古賀銀行神埼支店）

脊振山頂のトイレ
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Q 機構改革により、企画係を企画室に変更した理由は。

A

これまで、企画業務、秘書広報業務、情報管理業務を市長公室で取り組んできました。今
回、12 月に制定された「まち・ひと・しごと創生法」の所管が、改革前であれば市長公室
の企画係が所管するようになっていましたが、ひとつの係が所管するのではなく課全体で
所管することに改めたところです。この業務はある程度の専門性を必要といたしますので、
従来の市長公室の企画係に人員を若干増やして企画室とし、その中で主に地方創生に充た
らせるという思いの中で、今回の機構改革を行いました。

Q 市民目線からも一貫性を持った機構改革を行うべきではないか。

A

企画係で所管している業務は、神埼市の基本となるような国土利用計画、総合計画、地方
創生の総合戦略、それから庁舎建設のプロジェクト、国際交流、桜マラソンなど、10 年前
の状況と比べると仕事が増えてきています。市長公室という枠組みで行うよりも特定の室、
係で行った方が良いと考えます。

Q 行政執行法人である７法人の内訳は。

A 国立公文書館、統計センター、農林水産消費安全技術センター、製品評価技術基盤機構、
国立印刷局、駐留軍等労働者職務管理機構です。

Q 中間目標管理法人及び国立研究開発法人とは。

A

中間目標管理法人は、公共用の事務事業を中期的３年から５年の目標計画に基づき行うこ
とによって、大量で良質なサービスを通じて公共の利益を増進することを目的とする法人
です。国立研究開発法人は、研究開発に係る業務を主要な業務として、中長期５年から７年
の目標計画に基づくことによって、国の科学技術水準の向上を通じた国民経済の発展とそ
の他の利益に資する研究開発の最大限の成果を確保するという目的でできた法人のことです。

各常任委員会のＱ＆Ａ

総務常任委員会

《議案第34号》（全員賛成）
〈神埼市総合計画審議会設置条例等の一部改正について〉

《議案第35号》（全員賛成）
〈神埼市情報公開条例の一部改正について〉

総務企画部
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Q 分収造林契約における市の費用負担はないのか。

A 底
そこ
地
ち
は神埼市の市有林であり、下刈り・除伐・間伐などの費用負担については、森林総合

研究所並びに九州森林管理局の負担となるので市の負担はありません。

Q「三者契約」と「二者契約」の違いはどのようなものか。
A 三者契約としては、分収割合が神埼市 50、森林総合研究所 40、森林組合 10 の比率、二者
契約は、神埼市 50、九州森林管理局 50 の分収割合です。

Q 分収造林契約において、80年を経過した後の更新はどのように行うのか。

A 分収造林契約の存続期間は 80 年を超えてはいけないということで、更新する場合は次の
80年以内の期間での更新になるので契約時から考えると最大160年ということになります。

Q 紙巻たばこ３級品の税率における特例措置が設けられた理由と廃止される理由は。

A

特例措置品目については、ゴールデンバット、エコー、しんせい、わかば、バイオレット、
うるまの６品目です。これは、たばこ税を安くして、たばこの値段を安くするという効果
があるのですが、買いやすくしようということになっていると思います。これが、どのよ
うに変わるのかというと、現行 200 円ですが改正後 340 円になります。いつから値段が上
がるのかというと、平成 28 年４月から４年間かけて、他のたばこと同じ税率を使うこと
になります。そのために、金額的には上がりますので、特例措置を４段階で廃止していく
ということです。

Q 神埼市のふるさと納税額の状況は。

A 平成26年度に神埼市へご寄附いただいた分は14件、519万円となっております。反対に、神埼
市民が他の自治体へ寄付されている場合を調査したところ、49件、341万８千円となっていました。

Q 法人市民税における恒久的施設の定義が法人税法の規定から地方税法の規定へ改正される
ことでの影響は。

A 外国法人で恒久的施設というのは、神埼市内では対象がありません。現在のところ、神埼市
への影響はありません。

各常任委員会のＱ＆Ａ

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

《議案第38号》（全員賛成）
神埼市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部改正について

《議案第40号》（全員賛成）
神埼市分収造林条例の一部改正について

《議案第39号》（全員賛成）
神埼市国民健康保険条例の一部改正について

《議案第37号》（全員賛成）
〈神埼市税条例等の一部改正について〉

市民福祉部

産業建設部
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　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生
徒数が多い状態である。
　社会状況等の変化により学校は、一人ひとりの子どもに対するきめ細かな対応が必要と
なっている。また、新しい学習指導要領が本格的に始まり、授業時数や指導内容が増加し
ている。さらに、特別な支援を必要とする「障がい」のある子どもたちへの対応の充実が
課題となっており、いじめ、不登校など生徒指導上の課題も深刻化している。こうしたこ
との解決に向けて、全ての学年における１学級の学級編成の標準を改定し、計画的な定数
改善が必要である。
　また、子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受けられる
ことが憲法上の要請である。
　いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われ
ているが、国の施策として定数改善にむけた財源保障をすべきである。
　子どもの学ぶ意欲、主体的な取り組みを引き出す教育の役割は重要であり、そのための
条件整備が不可欠である。こうした観点から、2016 年度政府予算編成において下記事項が
実現されるよう、強く要望するものである。

記
１．子どもたちの教育環境改善のために、少人数学級の推進を含む、計画的な教職員定数

改善を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持と義務

教育費の総額を確保すること。

　安倍政権は、集団的自衛権行使を容認した閣議決定を具体化するため、既存の海外派兵
法制と有事法制の計 10 本をまとめて改正する「平和安全法制整備法」と、自衛隊を他国
軍の戦闘支援に派兵する新法「国際平和支援法」を今国会に提出した。
　これらの法案は、日本の防衛から「国際貢献」に至るまで「切れ目のない対応」を掲げ、
自衛隊の海外での活動の内容や範囲を、これまでより一段と拡大するものとされているが、
①自衛隊を「戦闘地域」に送って戦闘に参加する、②アフガニスタンやイラクなど、「停
戦合意」があっても戦乱が続いているところで、「治安維持」の名で武器を使用する、③
アメリカが先制攻撃を仕掛ける侵略戦争にも参戦するもの等々の識者からの指摘もある。
「二度と戦争はごめんだ」という多くの国民も、解釈改憲・立法改憲によって憲法９条を
骨抜きにされることを危惧している。
　しかも安部首相は、４月末の訪米時に、国会の会期延長を前提に、この２法案を「今年
の夏までに成立させる」と米国議会で宣言している。憲法解釈を時の内閣が変更し、違憲
の疑いがもたれる重要法案を、これまでに例がない９月 27 日まで 95 日間も延長し成立さ
せるようなことは、法治国家、民主国家では絶対に許されるものではない。国民の十分な
理解を得るためにも、慎重な審議を求めるものである。

神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書

集団的自衛権行使容認の閣議決定を具体化する関連法案の
慎重審議を求める意見書

〈意見書第３号〉

〈意見書第４号〉
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賛否があった議案を紹介します。
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果結決議号番案議

否　決意見書第４号

賛否一覧表 ※議案について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

　本意見書に反対の立場から討論を行います。我が国は現憲法において、平和国家として、国

際協調主義により憲法第９条で戦争放棄、戦力不保持、交戦権の否認を厳格に規定している。

さらに①専守防衛　②他国に脅威を与えるような強大な軍事力を保持しない　③非刻三原則　

④文民統制の４つの柱から成る平和国家としての安全保障の基本政策を堅持しており、この柱

は何ら変更はありません。一定条件のもと、現憲法の範囲内での集団的自衛権の容認が不可欠

と判断し、この行使に当たっては、新３要件で厳格に歯どめをかけ、限定的に容認されるべき

ことと決定をされたものです。以上のことから、今回の閣議決定を支持し、反対討論とします。

　安保法制（戦争法案）についての政府の説明は、徹頭徹尾うそであることが衆議院の審議で

明らかになった。それは国民の７割が反対し、憲法学者、元内閣法制局長官のほとんどが違憲

法案の撤回を求めていることでも明白である。仮にこの法案が成立すると、日本は平和国家か

ら危険な国になる。何故か、日本が米国と共に世界中の紛争に参加せざるをえなくなるからだ。

解釈改憲による集団的自衛権の行使は憲法９条どころか、法治国家、日本社会の破壊につなが

る行為。現憲法が認めないこれらの政治的行為は、平和国家から戦争国家への変質となり、自

衛隊員だけでなく国民を危険にさらす重大問題だ。自民党のみなさんも今こそ良識を発揮して

ほしい。

〈議案に対する反対討論〉　廣瀧恒明　議員

〈議案に対する賛成討論〉原　信義　議員
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議会改革検討特別委員会の活動報告

　

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

で
は
、
去
る
５
月
１
日
及
び
６

月
15
日
の
各
分
科
会
に
お
い
て

具
体
的
な
審
議
が
行
わ
れ
、
６

月
22
日
の
委
員
会
で
協
議
結
果

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
１
分
科
会
で
は
、
全
員
協

議
会
で
の
議
案
説
明
の
あ
り
方

及
び
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
に
お
け
る
議
選
議
員
の
必
要

性
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
全
員

協
議
会
で
の
議
案
説
明
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
の
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
質
疑
を
極

力
行
わ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
お

け
る
議
選
議
員
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
意
見
を
よ
り

市
政
に
届
け
る
観
点
か
ら
、
現

在
の
議
選
議
員
５
名
を
次
の
任

期
よ
り
３
名
に
す
る
こ
と
で
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

第
２
分
科
会
で
は
、
予
算
特

別
委
員
会
の
組
織
機
構
、
決
算

特
別
委
員
会
の
組
織
機
構
及
び

開
催
時
期
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
、
予
算
及
び
決
算
特
別
委
員

会
は
、
現
審
議
の
審
査
体
制
に

お
い
て
、
大
き
な
支
障
が
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
状
を
維

持
・
継
続
し
、
決
算
審
査
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
の
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
調
整
し

て
行
く
こ
と
で
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

以
上
の
報
告
内
容
を
委
員
会

で
審
議
し
、
い
ず
れ
の
報
告
に

つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
重

ね
、
実
行
可
能
な
も
の
か
ら
順

次
実
行
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

山口　義文 委員長

４月２日　議会広報編集特別委員会
４月７日	 議会広報編集特別委員会
４月15日	 総務常任委員会
４月16日	 議会広報編集特別委員会
４月22日	 文教厚生常任委員会
４月23日	 議会広報編集特別委員会
４月30日	 議会広報編集特別委員会
５月１日	 議会運営委員会
	 平成27年5月第2回神埼市議会 臨時会
	 全員協議会
	 議会改革検討特別委員会 分科会
５月13日	 山形県天童市議会より行政視察
５月18日　平成27年度防衛省全国情報施設協議会 

役員会（秋田県）
５月20日	 産業建設常任委員会
５月25日	 議会報告会 運営会議
５月26日	 議会運営委員会
５月28日	 第213回佐賀県市議会議長会
５月29日～６月25日
	 平成27年5月第3回神埼市議会定例会

５月29日	 全員協議会
６月３日	 議会広報編集特別委員会
６月４日	 第90回九州市議会議長会定期総会

（長崎県）
６月15日	 議会改革検討特別委員会 分科会
６月16日	 佐賀県市議会議長会 臨時会
６月17日　第91回全国市議会議長会定期総会

（東京都）
６月18日	 平成27年度予算特別委員会
６月19日	 文教厚生常任委員会
	 産業建設常任委員会
６月22日	 総務常任委員会
	 議会改革検討特別委員会 小委員会
	 議会改革検討特別委員会
	 会派代表者会議
６月25日	 議会運営委員会
	 全員協議会

《議会の動き》（Ｈ27年４月～６月）



神埼市議会だより　第35号

11

一般質問

議
員　

現
在
の
住
基
カ
ー
ド

と
今
回
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
ど

の
様
に
違
う
の
か
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

現
在

の
住
基
カ
ー
ド
は
情
報
と
し

て
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
だ
け
に
留
ま
る
。
利
用

と
し
て
は
身
分
証
明
、
税
金

の
ネ
ッ
ト
申
告
に
利
用
す
る

程
度
で
使
い
道
が
非
常
に
限

ら
れ
る
。
今
回
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
住
基
カ
ー
ド
利
用

形
態
に
加
え
税
制
、
社
会
保

障
、
災
害
対
策
と
い
っ
た
分

野
の
情
報
照
会
や
条
例
で
定

め
た
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き

る
。
法
律
施
行
３
年
後
を
め

ど
に
民
間
で
の
利
用
も
視
野

に
利
用
拡
大
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。 マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
市
民
へ
の
周
知
徹
底
を
い
か
に
行
う
か

市
広
報
へ
の
掲
載
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
全
世
帯
配
布
計
画

市

山田　一明 議員

議
員　

個
人
番
号
で
の
本
人

確
認
の
際
、
成
り
済
ま
し
が

発
生
し
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長　

国
に
於
い

て
も
手
続
き
に
つ
い
て
は
厳

格
な
確
認
の
手
続
き
が
示
さ

れ
て
い
る
。
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
、
写
真
つ
き

の
公
的
証
明
書
の
提
示
を
求

め
る
。

議
員　

行
政
が
個
人
情
報

（
住
民
票
又
は
戸
籍
抄
本
等

を
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合

い
つ
誰
が
何
の
た
め
に
情
報

取
得
し
た
の
か
知
る
こ
と
の

出
来
る
シ
ス
テ
ム
が
番
号
制

議
員　

九
州
新
幹
線
は
、
新

知
事
に
代
わ
ら
れ
新
鳥
栖
か

ら
武
雄
温
泉
ま
で
フ
リ
ー

ゲ
ー
ジ
と
さ
れ
て
い
た
区
間

を
フ
ル
規
格
化
へ
の
変
更
は

な
い
の
か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

山
口

知
事
も
先
の
県
議
会
で
長
崎

県
・
Ｊ
Ｒ
九
州
を
含
め
た
関

係
者
の
合
意
と
し
変
更
は
な

く
運
転
開
始
を
実
現
し
た
い

と
答
弁
さ
れ
た
。

議
員　

平
ヶ
里
踏
切
他
神
埼

市
の
13
の
踏
切
の
安
全
対
策

は
、
農
作
業
機
械
・
児
童
生

徒
の
通
学
通
勤
時
の
横
断
に

危
険
性
が
増
す
の
で
は
。

総
務
企
画
部
長　

新
幹
線
の

開
業
後
の
運
行
で
は
、
新
幹

線
と
特
急
列
車
は
、
96
本
で

長
崎
新
幹
線（
西
九
州
ル
ー
ト
）の
安
全
性

踏
切
で
の
危
険
性
が
危
惧
さ
れ
る

市

西原　正剛 議員

６
本
の
増
便
と
聞
い
て
い

る
。

　

神
埼
市
と
し
て
は
、
特
に

農
作
業
機
械
の
横
断
時
の
危

険
性
を
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　

九
州
新
幹
線
開
通
後

神
埼
市
が
北
・
南
に
寸
断
さ

れ
な
い
様
に
学
園
都
市
・
観

光
地
・
文
化
財
産
を
活
か
し

た
地
方
創
生
事
業
を
展
開
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

現
在
、
神
埼
駅
に
毎

週
土
曜
日
午
前
11
時
に
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
︵
な
な
つ

星
︶
が
停
車
し
職
員
に
よ
る

旗
振
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
等
を

出
し
て
の
お
も
て
な
し
で
駅

北
口
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。　
　
　
　

　

市
と
し
て
も
自
ら
多
く
の

価
値
あ
る
も
の
を
つ
く
り
、

よ
そ
か
ら
来
て
頂
く
た
め
安

全
性
・
利
便
性
・
そ
し
て
活

性
化
を
目
標
に
市
民
の
皆
さ

ん
と
創
生
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

度
に
あ
る
の
か
。

深
堀
市
民
課
長　

行
政
が
個

人
番
号
の
つ
い
た
自
分
の
情

報
を
い
つ
ど
こ
と
や
り
と
り

し
た
の
か
確
認
で
き
る
行
政

機
関
か
ら
自
分
に
対
し
て
の

必
要
情
報
を
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
と

し
て
平
成
29
年
１
月
か
ら
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
が
整
備
運
用

を
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

南
部
工
業
団
地
完
成
へ
の

道
筋
と
企
業
誘
致
活
動
方
針

に
つ
い
て

10月 １月

マイナンバー制度のスケジュール
（イメージ）

下六丁踏み切り

一 般 質 問
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を
期
待
し
た
制
度
で
あ
る
な

ら
そ
の
点
に
も
考
慮
を
。

総
務
企
画
部
長　

専
門
家
を

交
え
て
研
究
し
た
い
。

議
員　

も
み
じ
の
湯
に
つ
い

て
、
泉
質
が
以
前
に
比
べ
て

悪
い
。
風
呂
も
小
さ
い
。
食

事
施
設
、
物
販
所
も
な
く
、

大
広
間
の
利
用
勝
手
も
悪

い
。
新
し
い
施
設
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
。
利
用
者
の
評

判
も
良
く
な
い
。
掘
削
を
や

り
直
し
て
豊
富
な
湯
量
を
確

保
し
、
浴
槽
も
広
く
改
装
す

議
員　

神
埼
市
政
４
つ
の
柱

の
中
に
「
地
域
の
活
性
化
」

が
あ
る
。
活
性
化
は
今
の
こ

の
時
期
し
か
な
い
と
思
う
が

そ
の
対
策
は
。
又
中
山
間
地

域
直
接
支
払
制
度
４
期
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
中
山
間
地

域
で
は
耕
作
者
の
高
齢
化
・

過
疎
化
が
進
み
組
織
維
持
の

た
め
苦
労
さ
れ
て
い
る
が
再

生
に
向
け
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

中

山
間
地
域
で
は
、
平
坦
地
以

上
に
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の

対
策
は
急
務
と
考
え
る
。
ど

の
よ
う
に
し
て
、
中
山
間
地

域
の
人
口
減
少
と
経
済
縮
小

の
克
服
を
図
っ
て
い
く
か
。

地
場
産
業
の
育
成
、
定
住
対

耕
作
放
棄
地
対
策（
中
山
間
地
域
の
活
性
化
は
）

農
林
業
振
興
対
策
を
確
実
に
進
め
て
い
く

市

廣瀧　恒明 議員

策
、
農
林
業
振
興
対
策
等
総

合
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
を

講
じ
、
中
山
間
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

耕
作
放
棄
地
増
に
伴

う
諸
対
策
の
強
化
を
求
め

る
。
猪
の
被
害
拡
大
は
①
生

息
域
の
拡
大
②
ハ
ン
タ
ー
の

高
齢
化
③
過
疎
・
放
棄
地
の

拡
大
、
ま
さ
に
山
間
・
山
間

山
麓
地
の
構
造
的
問
題
だ
。

捕
獲
の
広
域
化
（
県
・
他
市

町
）
対
策
を
求
め
る
。

市
長　

各
団
体
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
、
銃
・
ワ
ナ
等

に
よ
る
駆
除
の
実
施
、地
区
・

農
業
者
を
含
め
、
地
域
捕
獲

隊
員
︵
箱
ワ
ナ
主
体
︶
の
育

成
に
努
め
捕
獲
数
の
向
上
を

図
る
。
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
効
果
が
あ
る
も
の
は
取
り

組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
土
砂
災
害
防
止
対
策
・
避

難
指
針
は

・
市
の
ガ
ン
対
策
及
び
受
診

率
向
上
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
南
部
工
業
団
地
の

進
捗
に
つ
い
て

議
員　

巡
回
バ
ス
の
利
用
状

況
は
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

運
行

ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
い
、

利
用
者
は
増
加
傾
向
で
あ

る
。

議
員　

市
民
か
ら
は
利
便
性

が
悪
い
と
い
う
声
を
聞
く
。

タ
ク
シ
ー
券
な
ど
に
変
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

運
用
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。

議
員　

空
き
家
改
修
費
助
成

事
業
の
現
状
は
。

総
務
企
画
部
長　

始
ま
っ
た

ば
か
り
で
ま
だ
実
績
は
な

い
。
今
後
、
各
種
ツ
ー
ル
を

使
い
情
報
発
信
と
制
度
の
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

借
り
手
の
メ
リ
ッ
ト

が
な
い
。
よ
そ
か
ら
の
移
住

神
埼
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
充
実
を

ク
リ
ア
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
努
力
し
て
い
き
た
い

市

藤瀬　光正 議員

べ
き
。

市
長　

ご
指
摘
い
た
だ
い
た

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
今

か
ら
で
も
ク
リ
ア
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
努
力
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

せ
っ
か
く
い
い
も
の

を
作
っ
た
の
だ
か
ら
そ
れ
を

生
か
す
手
立
て
を
期
待
し
て

い
る
。

仁比山温泉　もみじの湯

イノシシがのり面を崩し危険な状況
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議
員　

自
分
だ
っ
た
ら
、
他

の
人
に
役
立
つ
、
こ
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
本

当
の
、
言
葉
は
悪
い
で
す
け

ど
、
資
本
主
義
の
あ
り
方
で

す
。
マ
ル
ク
ス
が
批
判
的
に

言
っ
た
言
葉
が
資
本
主
義
と

日
本
語
訳
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
英
語
で
は
キ
ャ
ピ
タ
リ

ズ
ム
と
い
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
貢
献
と
い
っ

た
ら
本
来
の
な
り
わ
い
で
は

な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
こ
の

点
神
埼
市
に
お
い
て
ど
う
感

じ
ま
す
か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

直
接

的
な
社
会
貢
献
、
そ
れ
か
ら

間
接
的
な
社
会
貢
献
と
い
う

こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ

法
人
の
神
埼
市
に
お
け
る
役
割
は

直
接
的
、
間
接
的
な
社
会
貢
献

市

宮地　　明 議員

う
に
思
い
ま
す
。

議
員　

子
供
た
ち
に
、
地
域

の
他
の
人
た
ち
の
た
め
に
こ

う
い
う
こ
と
が
貢
献
で
き
る

と
、
こ
う
考
え
て
仕
事
に
つ

い
て
ほ
し
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
そ
う
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
神
埼
市
で
あ
り
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
の
感
想
で
い
い
で
す
か

ら
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

私
が
子
供
た
ち
を
将
来
の
労

働
力
と
、
う
が
っ
て
捉
え
た

こ
と
の
反
省
を
込
め
て
。

久
保
学
校
教
育
課
長　

社
会

の
需
要
に
応
え
、
地
域
に
貢

献
で
き
、
自
分
の
役
割
を

し
っ
か
り
考
え
て
、
自
分
の

将
来
を
考
え
る
子
供
を
学
級

活
動
や
道
徳
の
時
間
を
中
心

に
学
校
教
育
全
体
を
通
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　

国
の
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」
づ
く
り
と
は
、
公

共
施
設
や
商
業
施
設
、
住
宅

な
ど
を
ま
ち
の
中
心
に
集
め

て
効
率
的
な
街
を
つ
く
る
こ

と
で
す
が
、
市
と
し
て
は
ど

う
受
け
と
め
て
い
ま
す
か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

３
町

村
の
速
や
か
な
一
体
性
の
確

立
を
促
し
、
住
民
福
祉
の
向

上
と
新
市
全
体
の
均
衡
あ
る

発
展
を
目
指
し
、
現
在
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
お
り
、﹁
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
﹂
構
想
の

策
定
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
。

議
員　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
ブ
ー
ム
に
流
さ
れ
ず
、
冷

静
な
目
で
神
埼
独
自
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
い

国
の「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」づ
く
り
と
我
が
市
の「
街
づ
く
り
」

今
年
度
中
に
た
た
き
台
を
示
し
た
い

市

原　　信義 議員

く
と
い
う
姿
勢
に
は
同
感
で

す
。
脊
振
・
神
埼
・
千
代
田

に
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
を
設
け
る

多
極
型
こ
そ
我
が
市
に
と
っ

て
、
一
番
ベ
タ
ー
な
や
り
方

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

総
務
企
画
部
長　

求
め
ら
れ

る
の
は
も
う
一
つ
の
社
会
的

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
は
な

い
か
、
と
い
う
ご
意
見
で
す

が
、
そ
の
立
場
で
今
後
も
３

町
に
お
け
る
市
民
活
動
の
場

で
、
市
民
相
互
の
触
れ
合
い

や
生
き
が
い
交
流
で
市
民
の

心
が
豊
か
に
な
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

議
員　

合
併
特
例
債
活
用
の

期
限
が
あ
と
５
年
後
に
迫
る

中
で
、
必
要
な
施
設
の
整
備

計
画
の
立
ち
遅
れ
が
目
立
つ

が
…
。

市
長　

今
年
度
中
に
は
あ
る

程
度
の
た
た
き
台
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
、
議
員

が
言
わ
れ
る
心
配
を
払
拭
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
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係
で
は
申
告
前
１
月
末
ご
ろ

に
確
定
申
告
、
市
県
民
税
申

告
の
知
ら
せ
を
全
戸
配
布

し
、
障
が
い
者
控
除
等
の
控

除
内
容
も
含
め
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

園
田
福
祉
事
務
所
長　

障
害

者
認
定
に
係
る
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
市
の
ほ
う
で
申
請

を
受
け
付
け
、
要
介
護
認
定

に
係
る
認
定
調
査
結
果
を
も

と
に
審
査
を
行
い
、
障
が
い

の
程
度
に
応
じ
、
障
が
い
者

議
員　

今
国
会
で
公
職
選
挙

法
改
正
案
が
可
決
さ
れ
れ

ば
、（
７
月
17
日
可
決
）
18

歳
か
ら
の
選
挙
権
が
来
年
の

参
議
院
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ

る
事
に
な
り
、
高
校
生
の
一

部
も
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
に

な
る
が
、
受
験
や
就
職
で
忙

し
く
政
治
の
こ
と
ま
で
考
え

る
余
裕
が
な
い
、
投
票
に
い

く
た
め
の
知
識
や
判
断
力
も

な
い
、
ち
ょ
っ
と
勉
強
し
た

だ
け
で
は
誰
の
政
策
が
い
い

の
か
判
ら
な
い
な
ど
、
期
待

さ
れ
る
ほ
ど
政
治
へ
の
参

加
、関
心
が
薄
く
、ま
た
ネ
ッ

ト
世
代
を
意
識
し
て
ウ
ェ
ブ

上
で
の
情
報
発
信
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
選
挙
活
動

も
解
禁
に
な
っ
た
が
、
浸
透

近
年
投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、今
後
の
対
応
策
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
で
啓
発
活
動
を
推
進
し
た
い

市

木原　憲治 議員

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
何
か
投
票
率
ア
ッ
プ
の

対
応
策
は
な
い
の
か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

全
国

的
に
投
票
率
の
低
下
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
平
成
26
年

４
月
の
神
埼
市
議
選
で
は
、

66
・
３
％
、
同
年
12
月
の
衆

議
院
選
挙
で
は
60
・
６
％
、

平
成
27
年
１
月
の
県
知
事
選

で
は
58
・
２
％
、
同
年
４
月

の
県
議
選
で
は
58
・
０
％
と

い
ず
れ
も
前
回
比
６
％
以
上

減
少
し
、
年
代
別
投
票
率
で

は
20
歳
代
34
・
９
％
、
30
歳

代
43
・
５
％
、
40
歳
代
47
・

０
％
、
50
歳
代
以
上
74
％
台

と
20
歳
代
が
低
い
水
準
で

す
。
今
後
は
成
人
式
会
場
で

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
参
加
等
、
今
後

も
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
推

進
し
た
い
。

議
員　

要
介
護
認
定
を
受

け
、
障
が
い
の
程
度
が
障
が

者
に
準
ず
る
65
歳
以
上
の
方

も
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け

れ
ば
所
得
税
の
控
除
の
対
象

と
な
る
が
、
市
民
に
対
す
る

制
度
の
告
知
を
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
、
２
点
目
は

障
害
者
控
除
認
定
書
の
申
請

状
況
と
、
特
別
障
害
者
控
除

及
び
障
害
者
控
除
の
認
定
書

発
行
の
状
況
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

申
請

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
全
戸
に

配
布
し
て
い
る
暮
ら
し
の
便

利
帳
で
認
定
対
象
者
、
申
請

方
法
、
判
定
基
準
日
な
ど
告

知
し
て
い
る
。
税
の
申
告
関

要
介
護
認
定
者
の
障
が
い
者
控
除
に
つ
い
て

認
定
審
査
を
行
い
認
定
書
を
発
行
し
て
い
る

市

佐藤　知美 議員

　

過
去
３
年
間
の
申
請
と
認

定
の
状
況
は
、平
成
24
年
度
、

申
請
３
件
で
全
件
を
障
が
い

者
認
定
。25
年
度
申
請
９
件
、

こ
の
う
ち
１
件
を
特
別
障
が

い
者
、
５
件
を
障
が
い
者
と

認
定
、
３
件
が
非
該
当
。
26

年
度
、
申
請
５
件
、
３
件
を

認
定
し
１
件
は
特
別
障
が
い

者
、
２
件
を
障
が
い
者
、
２

件
が
非
該
当
と
な
っ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
文
化
事
業
に
つ
い
て

あ
る
い
は
特
別
障
が

い
者
の
控
除
対
象
と

し
て
認
定
し
、
認
定

書
を
発
行
し
て
い
る
。
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教
育
長　

全
国
的
に
み
る

と
、
昭
和
50
年
頃
ま
で
は
上

昇
し
た
が
、
昭
和
60
年
頃
か

ら
下
が
っ
て
い
る
。
高
度
成

長
と
重
な
り
、
一
つ
は
、
生

活
様
式
の
変
化
で
、
子
ど
も

も
大
人
も
身
体
を
動
か
す
こ

と
が
減
っ
て
来
た
。
車
や
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
を
使
い
歩
く
運
動
が

減
っ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、

子
ど
も
の
遊
び
が
ゲ
ー
ム
や

パ
ソ
コ
ン
等
に
変
わ
っ
て
来

た
。
三
つ
目
は
、
勉
強
や
稽

古
ご
と
や
塾
︵
こ
れ
も
大
事

で
あ
る
︶
で
、
体
力
や
運
動

能
力
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た

り
、
又
、
早
寝
早
起
き
朝
御

飯
に
ま
で
影
響
し
、
健
康
を

そ
こ
ね
て
い
る
。
学
校
を
通

神
埼
市
の
小
学
生
及
び
中
学
生
の
体
力
の
状
況
と
考
え
方
を
問
う

体
力
は
活
動
の
源
で
あ
り
、将
来
に
向
け
指
導
し
て
い
く

市

じ
、
子
ど
も
に
運
動
の
機
会

の
働
き
か
け
を
し
、
保
護
者

へ
体
力
は
活
動
の
源
で
あ
る

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

議
員　

神
埼
市
の
子
ど
も
の

体
力
状
況
は
。

平
方
教
育
部
長　

平
成
26
年

度
は
、
小
学
５
年
生
男
子
は

県
平
均
を
上
回
り
、
女
子
は

わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
る
。

中
学
２
年
生
は
男
女
と
も
に

国
・
県
を
上
回
っ
て
い
る
。

相
対
的
に
、
神
埼
市
の
子
ど

も
の
体
力
や
運
動
能
力
は
身

に
つ
い
て
い
る
。
子
ど
も
の

体
力
低
下
は
、
将
来
の
生
活

習
慣
病
の
増
加
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
。今
後
も
、児
童・

生
徒
の
体
力
向
上
に
向
け
指

導
し
て
い
く
。

議
員　

神
埼
市
内
の
生
活
排

水
路
の
現
状
を
見
ま
す
と
、

早
急
に
生
活
排
水
路
整
備
計

画
の
策
定
と
年
次
計
画
を
立

て
て
整
備
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

集
落

内
の
生
活
排
水
路
の
整
備
や

美
化
清
掃
等
に
つ
い
て
は
、

改
善
目
標
が
あ
る
が
、
集
落

内
の
小
水
路
な
ど
事
業
区
域

外
水
路
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
効
果
的
な
事
業
に
取
り

組
む
た
め
、
他
の
部
署
と
研

究
し
て
い
く
。

議
員　

集
落
内
整
備
に
つ
い

て
は
、
時
間
も
長
期
間
に
か

か
る
こ
と
。
ま
た
、
費
用
も

生
活
排
水
路
整
備
計
画
の
策
定
と
実
施
は

整
備
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
中
々
厳
し
い

市

中野　　均 議員

多
大
に
な
る
と
思
う
が
、
い

ろ
ん
な
事
業
で
対
応
で
き
な

い
か
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

今

後
の
計
画
等
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
内
部
で
も
研
究
な
り
、

有
効
な
補
助
金
が
あ
れ
ば
取

り
組
み
も
考
え
ら
れ
る
が
、

現
時
点
で
は
中
々
厳
し
い
面

が
あ
る
。

小学校での運動の様子

泥土が堆積し、浅くなった集落内クリーク

野副　 昭 議員

そ
の
他
の
質
問

・
国
道
２
６
４
号
線
の
西
部

小
学
校
か
ら
仲ち

ゅ
う

田だ

町ま
ち

交

差
点
及
び
境
原
地
区
の
歩

道
の
整
備
は

・
神
埼
市
の
地
域
支
援
事
業

の
考
え
方

そ
の
他
の
質
問

・
低
平
地
農
地
の
水
害
対
策

に
つ
い
て

・
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
検

討
さ
れ
た
か
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議
員　

吉
野
ヶ
里
町
と
の
合

併
計
画
が
白
紙
に
戻
っ
た
今

で
も
計
画
ど
お
り
に
進
め
る

の
か
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

葬
祭

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

吉
野
个
里
町
と
の
合
併
が
当

面
は
な
い
と
し
て
も
、
両
市

町
の
課
題
解
決
の
た
め
、
引

き
続
き
連
携
し
て
建
設
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

議
員　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里

町
葬
祭
公
園
整
備
促
進
協
議

会
が
発
足
さ
れ
、
な
ぜ
神
埼

市
だ
け
で
協
議
を
進
め
て
い

る
の
か
。

徳
渕
政
策
推
進
室
長　

取
り

組
み
の
全
体
は
両
市
町
で
つ

く
っ
て
い
る
が
、
協
議
会
で

調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い

葬
祭
公
園
計
画
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
く

市

簑原　　忍 議員

る
。
現
在
の
地
元
訪
問
作
業

は
直
接
の
買
収
作
業
ま
で
、

ま
だ
入
っ
て
い
な
い
の
で
今

の
よ
う
な
状
況
で
進
め
て
い

る
。

議
員　

公
園
計
画
は
東
側
に

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
進
入

道
路
は
東
側
に
な
っ
て
い
る

が
、
な
ぜ
東
側
か
。

政
策
推
進
室
長　

協
議
会
で

議
論
を
い
た
だ
き
、
地
元
と

相
談
を
し
て
行
っ
て
い
る
。

地
元
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
御

理
解
い
た
だ
け
る
か
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
要
点
に
な
っ

て
い
る
。

議
員　

文
化
財
の
調
査
は
終

わ
っ
て
い
る
か
。

政
策
推
進
室
長　

採
石
・
採

土
を
さ
れ
て
い
な
い
面
積
に

つ
い
て
は
、
調
査
が
済
ん
で

い
な
い
。
施
設
等
が
配
置
さ

れ
る
場
合
も
含
め
て
、
事
前

に
試
掘
な
り
の
調
査
は
必
要

で
、
十
分
検
討
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

国
に

お
い
て
創
生
法
が
成
立
し
、

現
在
、
神
埼
市
総
合
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
に
、
若
者
世
代
か
ら
子
育

て
世
代
に
重
点
を
置
く
様
に

し
て
い
る
。

議
員　

神
埼
は
、
独
自
性
・

先
進
性
の
あ
る
子
育
て
支
援

策
を
行
っ
て
い
る
が
、
必
要

と
し
て
い
る
人
に
情
報
と
し

て
し
っ
か
り
届
い
て
い
る
の

か
。

園
田
福
祉
事
務
所
長　

市
独

自
あ
る
い
は
他
市
に
先
駆
け

た
子
育
て
支
援
事
業
を
行

い
、
本
年
は
専
門
の
相
談
員

を
配
置
し
、
今
後
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
専
用
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
外
に
向
け
て

情
報
発
信
を
行
い
た
い
。

市
の
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
の
波
に
ど
う
対
処
す
る
の
か

市
総
合
戦
略
で
子
育
て
世
代
に
重
点
を
置
く

市

田原　和幸 議員

議
員　

Ｐ
Ｒ
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
訴
え
る
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
ぐ
ら
い
付
け
て
、
情
報

可
視
化
で
き
る
看
板
な
り
で

独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲

し
い
。

総
務
企
画
部
長　

住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
九
州
５
位
、
県

内
２
位
の
評
価
を
受
け
て
い

る
。
様
々
な
媒
体
を
使
っ
て

大
い
に
外
部
発
信
し
て
い

く
。

議
員　

櫛
田
宮
、伊
東
玄
朴
、

下
村
湖
人
、王
仁
博
士
等
々
、

神
埼
に
は
色
々
な
歴
史
伝
統

が
あ
る
。
学
校
活
動
の
中
に

取
り
入
れ
て
、
住
ん
で
い
る

子
供
達
に
郷
土
愛
着
の
形
成

を
図
っ
て
頂
き
た
い
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
の

指
導
で
も
っ
と
直
接
的
に
、

神
埼
の
財
産
を
も
う
少
し
、

し
っ
か
り
と
学
ぶ
様
な
機
会

を
作
っ
て
い
き
た
い
。

葬祭公園整備予定地

伊東玄朴墓所　天龍院
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議
員　

市
に
も
、
他
の
市
・

町
に
は
劣
ら
な
い
地
域
資
源

（
自
然
、
歴
史
、
産
業
、
人

材
な
ど
）
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
脊
振
町
に
は

誰
も
が
認
め
る
素
晴
ら
し
い

自
然
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
で
も

取
上
げ
ら
れ
他
の
市
・
町
の

人
た
ち
に
も
有
名
で
、
脊
振

住
民
一
体
で
進
め
ら
れ
た
脊

振
小
中
学
校
の
学
校
給
食

（
脊
振
学
校
給
食
共
同
調
理

場
）
は
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ

る
。
神
埼
町
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｏ
か

ん
ざ
き
の
活
発
的
な
活
動
は

評
価
が
高
い
。
千
代
田
町
に

は
、
ク
リ
ー
ク
で
の
行
事
そ

し
て
、
下
村
湖
人
先
生
生
家

で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
活

動
が
あ
る
。
そ
の
風
景
や
様

地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
す
、新
た
な
魅
力
づ
く
り
の
取
り
組
み

市
の
魅
力
を
更
に
向
上
さ
せ
る
施
策
の
展
開
が
必
要

市

白石　昌利 議員

子
を
市
が
運
営
し
て
い
る
デ

ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
映

像
を
発
信
し
て
頂
き
た
い
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

現
在

映
像
で
の
情
報
発
信
を
考
え

て
お
り
、
行
事
等
映
像
に
よ

る
記
録
を
し
て
い
る
。
編
集

が
終
わ
っ
た
も
の
か
ら
随
時

掲
載
す
る
計
画
で
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
を
部
活
動
に
と
の

要
望
が
さ
れ
、
学
校
と
の
協

議
、
署
名
提
出
な
ど
が
な
さ

れ
熱
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

署
名
の
重
さ
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
少
し
で
も
前
進

し
た
取
り
組
み
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

教
育
長　

千
代
田
中
学
校
の

生
徒
が
31
名
も
社
会
体
育
で

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
大
事
に
扱
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

議
員　

新
規
事
業
「
元
気
か

ん
ざ
き
健
康
推
進
事
業
」
の

説
明
を
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

市
民

が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

ラ
ジ
オ
体
操
普
及
に
よ
る
健

康
づ
く
り
で
あ
る
。
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
講
習
会
を
開

き
、
希
望
す
る
地
区
へ
出
向

き
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
体
操
前

の
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
を
行

う
。

議
員　

健
康
を
促
進
す
る
た

め
、
新
規
事
業
を
き
っ
か
け

に
、
自
治
会
や
団
体
を
対
象

に
市
民
の
意
欲
を
引
き
出
す

よ
う
な
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
創
設
を
要
望
す
る
。

市
民
福
祉
部
長　

健
康
寿
命

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
創
設
を

市
民
の
意
識
向
上
の
た
め
の
方
法
を
検
討
し
て
み
た
い

市

原口ひさよ 議員

を
延
ば
す
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
市
民
の
意
識
向
上
の
た

め
の
方
法
を
研
究
し
て
い
き

た
い
。

市
長　

ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
、
一
生
懸
命
検
討
し
て
み

た
い
と
思
う
。

枠
を
２
倍
に
拡
充
さ
れ
る
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
改
正
に
よ

る
今
後
の
市
と
し
て
の
方
向

性
は
。

松
永
総
務
企
画
部
長　

ふ
る

さ
と
神
埼
市
の
季
節
や
風

土
、
歴
史
を
思
い
出
さ
れ
、

感
じ
取
り
、
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
特
産
品
を
幅
広

く
検
討
し
、
新
規
の
寄
附
が

継
続
的
に
広
が
る
よ
う
に
工

夫
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

学
校
教
育
活
動
の
一
環

と
し
た
運
動
部
活
動

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

地域の宝を活かす

議
員　

千
代
田
中
学
校
の

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
や
納
税

ラジオ体操の様子
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議
員　

県
営
ク
リ
ー
ク
防
災

機
能
保
全
対
策
事
業
で
対
象

外
に
な
っ
た
農
業
用
水
路
の

整
備
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

は
。 県

営
ク
リ
ー
ク
防
災
事
業
外
の
農
業
用
水
路
の
整
備
は

そ
の
他
の
事
業
で
の
対
応
に
な
る

市

野口　英樹 議員

松本　軍二 議員

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

県

営
ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全

対
策
事
業
は
、
県
営
圃
場
整
備

事
業
で
造
成
さ
れ
た
排
水
路

約
２
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

内
、
深
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上

の
水
路
約
１
５
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
全
体
の
53
％
が
事

業
対
象
区
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
営
ク
リ
ー
ク
防
災
機
能

保
全
対
策
事
業
で
対
象
外
に

な
っ
た
農
業
用
水
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
農
業
基
盤
整

備
促
進
事
業
・
土
地
改
良
維

持
管
理
適
正
化
事
業
・
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
・

農
業
施
設
整
備
補
助
の
い
ず

れ
か
の
事
業
で
の
対
応
。
な

お
、
法
定
外
水
路
は
、
主
に

地
域
協
働
推
進
事
業
で
の
対

応
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

開
始
に
向
け
て
、
機
器
類
の

整
備
、業
務
の
見
直
し
な
ど
、

市
と
し
て
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

高
平
市
民
福
祉
部
長　

平
成

26
年
度
よ
り
関
連
シ
ス
テ
ム

の
改
編
を
開
始
し
、
平
成
27

年
10
月
か
ら
の
番
号
通
知
、

平
成
28
年
１
月
の
番
号
カ
ー

ド
交
付
に
備
え
、
国
が
示
す

工
程
に
基
づ
き
順
次
対
応
を

行
っ
て
お
り
同
時
に
必
要
な

﹁
個
人
情
報
保
護
条
例
﹂
等

の
改
正
準
備
を
進
め
て
い

る
。

議
員　

市
民
は
、
何
ら
か
の

情
報
が
な
い
と
、
避
難
行
動

に
移
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
お

り
、
人
命
を
守
る
避
難
対
策

に
つ
い
て
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
・
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

行
政
を
効
率
化
し
、公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

市

松
永
総
務
企
画
部
長　
﹁
避

難
は
災
害
か
ら
命
を
守
る
た

め
の
行
動
で
あ
る
﹂
こ
と
を

定
義
さ
れ
て
お
り
、
気
象
警

報
が
発
令
さ
れ
た
ら
担
当
職

員
は
、
直
ち
に
出
動
し
気
象

庁
と
の
情
報
交
換
を
行
い
初

動
体
制
の
確
立
に
努
め
、
停

電
時
に
お
い
て
も
、
非
常
用

電
源
装
置
に
よ
り
24
時
間
は

主
体
の
国
・
県
の
一
部
16
か

所
を
残
し
29
か
所
は
対
策
完

了
、
各
小
学
校
毎
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
を
校
内
掲
示
し
、
通

学
路
の
安
全
安
心
に
努
め
危

険
箇
所
一
覧
表
等
を
作
成
し

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

し
て
い
る
。

市
内
祭
り
で
の
行
政
の

関
わ
り
に
つ
い
て

県営クリーク防災事業外の農業用水路の様子

市
民
へ
の
避
難

伝
達
な
ど
情
報

提
供
が
可
能
で

あ
る
。

議
員　

文
部
科

学
省
等
か
ら
、

公
立
小
学
校
の

通
学
路
に
つ
い

て
交
通
安
全
確

保
に
向
け
た
調

査
依
頼
の
結
果

に
つ
い
て
。

平
方
教
育
部
長

　

市
内
７
小
学

校
区
内
で
危
険

箇
所
対
策
必
要

箇
所
は
45
か
所

を
有
し
、
事
業

議
員　

宿
場
ま
つ
り
70
万

円
・
ハ
ン
ギ
―
ま
つ
り
１
６

８
万
円
・
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り

70
万
円
と
市
か
ら
の
補
助
金

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
補

助
金
に
基
準
は
あ
る
の
か
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

ふ

る
さ
と
夏
ま
つ
り
事
業
費
補

助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。
補
助
金
の
額
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
祭
り
の
事
業
内
容
や

目
的
、
地
域
性
等
が
異
な
り

合
併
前
か
ら
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
実
行
委
員
会
か
ら
の
補

助
金
交
付
申
請
の
提
出
を
頂

き
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
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議
員　

国
営
三
田
川
線
か
ら

筑
後
川
へ
の
排
水
は
現
在
自

然
排
水
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
千
代
田
東
部
地
区
は

こ
れ
ま
で
何
度
も
大
水
に
悩

ま
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
た
め
地
元
の
区
長
さ

ん
や
、
土
地
改
良
区
の
役
員

さ
ん
か
ら
市
長
へ
要
望
書
が

出
さ
れ
て
い
る
。
市
の
考
え

は
。

宇
曽
谷
産
業
建
設
部
長　

老

朽
化
し
た
浮
島
排
水
機
場
の

改
修
と
能
力
ア
ッ
プ
。
中
津

江
川
へ
ス
ム
ー
ズ
な
流
入
を

促
す
地
区
内
の
連
結
水
路
網

の
流
水
機
能
の
向
上
と
強

化
、
な
ど
の
事
業
化
に
向
け

て
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産

省
及
び
県
に
要
望
す
る
こ
と

国
営
三
田
川
線
の
排
水
対
策
と
中
津
排
水
機
場
の
改
修
を
急
げ

国
及
び
県
に
要
望
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

市

福田　淸道 議員

が
最
も
効
果
的
で
あ
り
、
早

期
の
排
水
対
策
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

議
員　

貧
困
の
連
鎖
の
防
止

と
し
て
教
育
費
の
負
担
軽

減
、
特
に
給
付
制
奨
学
金
の

制
定
を
求
め
る
。

平
方
教
育
部
長　

奨
学
金
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
は
具
体

的
に
教
育
委
員
会
の
中
で
検

討
は
し
て
い
な
い
。

　

貸
与
方
式
の
奨
学
金
制
度

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
で

は
滞
納
者
の
増
加
で
苦
労
し

て
い
る
。

議
員　

世
界
の
先
進
国
の
中

で
給
付
制
奨
学
金
が
な
い
の

は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
根
本

は
国
の
問
題
で
あ
る
が
神
埼

市
と
し
て
も
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
な
ど
を
工
夫
し
て
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

こ
う
い
う
制
度
は
本

来
国
の
制
度
と
し
て
や
っ
て

頂
き
た
い
と
希
望
し
て
い

る
。

老朽化した浮島排水機場

子
ど
も
の
貧
困
化

対
策
に
つ
い
て

全国市議会議長会表彰
　去る６月17日、東京都で開催されました「第91回全国市議会議長会定期総会」において、
市政発展に寄与された功労者として、「議員在職10年」に松本軍二議員、木原憲治議員が
表彰されました。

松本軍二議員 木原憲治議員
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編
集
後
記

　

脊
振
は
四
月
下
旬
、
神
埼
・
千
代
田
は

六
月
中
下
旬
、
こ
れ
は
何
の
こ
と
で
し
ょ

う
・
・
・
。

　

ズ
バ
リ
南
北
に
長
い
神
埼
市
の
田
植
え

の
期
間
だ
そ
う
で
す
。
か
細
い
早
苗
も
今

で
は
立
派
に
根
を
張
り
、
色
づ
き
、
神
埼

を
象
徴
す
る
田
園
風
景
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

人
も
同
じ
く
、
児
童
・
生
徒
た
ち
も
盛

夏
を
迎
え
、
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え

ま
す
。

　

我
が
神
埼
市
も
合
併
し
て
十
周
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
長
を
は
じ
め
議
員
一
同
、
神
埼
市
政

の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
、
成
長

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
議
会
だ

よ
り
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

︵
記　

西
原　

正
剛
︶

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

野
副　

昭

副
委
員
長　

中
野　
　

均

委
　
　
員　

西
原　

正
剛

委
　
　
員　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

山
口　

義
文

委
　
　
員　

佐
藤　

知
美

議会報告会のご案内
　市議会では「開かれた議会」を目指して、昨年にひき続き議会報告会を開
催しますので、多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日　　　時 会　場

８月２１日（金） １９：００～２０：３０ 脊振公民館	２階
大会議室

８月２２日（土） １９：００～２０：３０ 千代田支所	２階
２－２会議室

８月２９日（土） １９：００～２０：３０ 神埼市中央公民館
１階	第１研修室

〈内容〉
①２月及び５月定例議会の
　　　　　　　　　　　内容
②神埼市合併 10 周年を迎え
　　　　　　　思いを語ろう
③市民の議会への意見要望
　　　　　　　　　　　など


